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品種アールス ･フェボl) ットおよびハネ一 ･デューでは開花後30日頃に異形はほぼ完成するO 果実の糖
の含量および変化をみると, 還元糖は果実の最大肥大期には約2%であるが, その後, 果実の肥大が完了
する頃までにわずかに増加し, 収穫期が近ずくとやや減少する｡ これに比し, 非還元糖は開花後30日前後
に初めて現われ, 以後急激に増加し, 収穫期には還元糖の含有量より多くなる｡
果肉細胞の分裂は開花後も続き, 品種によって違うが, 開花後3 - 4 日または 6 - 7 日で中果肉部分の
細胞分裂は終る｡ 細胞分裂の終了時に観察すると, アールス ･フェポリットの内果肉から表皮までの細胞
数は約180個であって, よく発育した果実の場合でも, これ以上にはならない｡
果肉細胞の肥大は果実の肥大と併行し, 開花直後ゆるやかであるが, 細胞分裂が終った後急に進み最大
肥大期に達し, その後再びゆるやかになる｡ 収穫采の異形, 果重と肥大過程中の諸形質との相関関係を調
べてみると, 縦径中央部の果肉の幅との相関が最も高く, 果実の発育を調査する場合は, 縦径中央部の果
肉組織を選ぶのが適当である｡
環境要因と果実の発育との関係を知るため. 夜温, 日照量, かん水量などを調節して実験を行なったと
ころ, 夜温では180 - 20oC を境にして, それより低い温度は細胞分裂を抑制し, 異形を小さくする｡ こと
に低夜塩の影響は幼果期において著しい｡ 日照量の減少によっても異形を小さくするが, その影響はやは
り幼呆期において著しく現われる｡ かん水量の減少も果実肥大を抑えるが, とくに開花後16- 25日におい
て強く影響する｡
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期に約2%程度含まれていて, その後わずか増加するが, 収穫時にはいくらか減少する｡ それに比して非
還元糖は開花後30日頃にわずかに現われ, 以後急激に増加し, 収穫時には還元糖含有量を上まわる｡
著者はまた, 果実の発育を解剖学的に詳しく観察しているが, 果肉部分の細胞分裂は開花後も続き, 良
種によって違うが, 開花後3 - 4 日または6 - 7 日で終了する｡ 果形完成後のアールス ･ フェポリットで
は内果肉から表皮までの細胞数は約180個になり, どんなによく発育した果実でもそれ以上にはならない
ことを明らかにしている. 以上の点を環境要観を変えてさらに追求し, 180-20oCを境としてそれ以下の
低温は細胞分裂を抑制し, 総細胞数を減少させること, 日照量の著しい減少や初期萎凋をおこさせるよう
なかん水量の減少は細胞数を少なくさせること, かん水量減少の時期別影響では開花後16- 25日頃に最も
強い影響を与え, かん水量の減少によって果実は小さくなること, などの結果を示している｡
以上のように, 著者はメロン果実の発育を栽培管理に併行して研究し, 多くの基礎的な知見を得てい
る｡ この研究結果は園芸学に貢献するところが大きい.
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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